
ノ
晩

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ー
マ
法
王

が
、
Ⅱ
月
羽
〜
沁
日
に
来
日
す
る
と

発
表
さ
れ
た
。
「
『
す
べ
て
の
い
の

ち
を
守
る
』
た
め
に
橋
を
懸
け
る
」

を
掲
げ
て
の
こ
と
で
、
１
９
８
１
年

２
月
の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
以
来

調
年
ぶ
り
だ
。
福
島
原
発
事
故
の
被

災
者
と
の
交
流
も
検
討
し
て
い
る

と
、
伝
え
ら
れ
る
。
核
時
代
に
お
い

て
、
被
爆
地
（
被
曝
地
）
か
ら
の
法

王
の
発
信
が
持
つ
意
味
は
詞
信
仰
の

い
か
ん
を
超
え
て
計
り
知
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
こ
こ
日
本
に
生
き
る
私
た

ち
自
身
が
、
広
島
、
長
崎
、
ビ
キ
ニ
、

福
島
と
続
い
た
歴
史
に
向
き
合
い
、

伝
え
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る
。

■
 
■

法
王
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
移
民
の

子
と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
生
ま

れ
た
。
働
き
な
が
ら
工
業
専
門
学
校

を
出
た
青
年
が
、
や
が
て
軍
事
政
権

の
圧
政
の
も
と
で
教
会
を
守
り
、
ス

ラ
ム
で
の
人
び
と
の
自
立
を
支
援

し
、
第
三
世
界
出
身
で
初
の
法
王
と

な
っ
た
。

法
王
は
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

「
金
銭
と
い
う
神
」
の
支
配
の
下
で
、

戦
争
を
起
こ
し
命
を
殺
し
て
生
き
延

び
る
経
済
シ
ス
テ
ム
、
経
済
的
搾
取

と
自
然
環
境
の
搾
取
、
難
民
問
題
は

つ
な
が
っ
て
い
る
、
被
害
を
受
け
て

苦
し
ん
で
い
る
人
や
子
ど
も
に
「
自

己
責
任
」
と
罪
を
着
せ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
人
の
発
達
を
助
け
る
、
と
。

ま
た
核
戦
争
の
発
言
は
以
下
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
人
類
は
ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
何
も
学
ん

で
い
な
い
、
（
核
兵
器
は
）
本
当
に

恐
ろ
し
い
、
我
々
は
ぎ
り
ぎ
り
の
と

こ
ろ
に
き
て
い
る
、
い
か
な
る
戦
争

も
聖
戦
で
は
な
い
、
と
ｏ
さ
ら
に
福

島
第
１
原
発
事
故
に
関
連
し
、
旧
約

聖
書
の
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
に
な
ぞ
ら

え
、
天
に
届
く
塔
を
造
ろ
う
と
し
て
、

自
ら
の
破
滅
を
招
こ
う
と
し
て
い

る
、
と
。

詔
年
前
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世

は
、
広
島
か
ら
世
界
に
「
平
和
ア
ピ

ー
ル
」
を
発
信
し
た
。
「
戦
争
は
人

間
の
仕
業
で
す
」
「
人
類
の
滅
亡
が

現
実
の
も
の
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
」
・
そ
の
前
年
の
秋
、
法
王

（
法
王
庁
）
と
芝
田
進
午
・
広
島
大

教
授
と
の
間
で
、
薑
簡
が
交
わ
さ
れ

た
。
核
戦
争
で
生
も
死
も
万
物
も
失

わ
れ
た
時
、
そ
こ
に
神
は
存
在
す
る

か
、
重
い
問
い
だ
。
生
が
あ
っ
て
こ

そ
、
そ
の
対
極
に
死
が
存
在
す
る
。

す
べ
て
の
生
が
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
な

ら
ば
、
死
の
世
界
も
な
種
な
る
。

よ
？

■
■

私
た
ち
自
身
が
問
わ
れ
て
い
る
。

戦
争
被
害
者
と
被
爆
者
に
対
し
、
国

は
「
受
忍
」
を
強
い
て
き
た
。
政
権

が
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
を
掲
げ

た
帥
年
代
半
ば
に
は
、
核
戦
争
下
で

も
日
本
経
済
を
守
る
と
す
る
狂
気
の

「
核
戦
争
保
険
」
が
実
現
し
か
け
た
。

広
島
か
ら
の
平
和
ア
ピ
ー
ル
は
、
日

本
国
内
に
お
い
て
も
十
分
に
共
有
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
し
て
福
島
で
は
、
自
然
災
害
が

原
発
爆
発
へ
と
続
い
た
。
人
類
の
災

害
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
、
究
極
の

地
球
環
境
問
題
だ
○
《
」
ろ
が
、
原

発
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
「
原
子
力

損
害
賠
償
制
度
」
で
は
、
手
に
負
え

な
い
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
が
、
事
業
者

か
ら
被
害
者
と
人
び
と
に
転
嫁
さ
れ

て
い
る
。
地
震
や
津
波
の
リ
ス
ク
を

保
険
会
社
は
負
わ
な
い
し
、
戦
争
に

よ
る
放
射
能
被
害
に
つ
い
て
は
電
力

会
社
に
薑
任
そ
の
も
の
が
な
い
と
し

て
い
る
。
加
害
者
は
守
ら
れ
、
罪
な

き
被
害
者
は
原
発
で
も
受
忍
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。

今
、
「
金
銭
と
い
う
神
」
の
下
で
、

こ
の
国
で
も
内
な
る
大
も
と
は
放
置

さ
れ
る
。
矛
先
は
弱
者
と
外
へ
向
け

ら
れ
、
対
外
紛
争
、
戦
争
、
核
戦
争

へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
な
る
。
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
法
王
と
信
仰
を
求
め
る
す

べ
て
の
人
に
訴
え
た
い
。
平
和
ア
ピ

ー
ル
が
呼
び
か
け
る
「
人
類
滅
亡
」
、

宗
教
の
滅
亡
の
危
機
回
避
を
、
今
に

ど
う
つ
な
ぐ
か
。
日
本
政
府
と
世
界

の
政
治
指
導
者
に
求
め
る
。
「
『
核

の
傘
』
で
は
な
く
、
『
非
核
の
傘
』

と
な
る
」
（
長
崎
平
和
宣
言
、
２
０

１
９
年
８
月
９
日
）
こ
と
を
。

「
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の

う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
」

（
日
本
国
憲
法
）
・
こ
れ
は
「
戦
争

の
放
棄
、
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
」

（
同
９
条
）
へ
と
続
く
。
法
王
が
見

て
い
る
の
も
同
じ
方
向
だ
。
こ
れ
を

国
の
内
外
に
共
有
し
て
こ
そ
、
核
時

代
に
人
類
生
存
の
橋
が
懸
け
ら
れ

る
。
 
（
ほ
ん
ま
・
て
る
み
つ
）
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↓5⑭f獅拶‘イ･寄稿フランシスコ法王､来日に寄せて

核時代に懸ける人類生存の橋
(青山学院大名誉教授、原子力損害賠償制度論）
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